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令和6年度 第5回理事会 開催状況

福岡県トラック協会（二又茂明会長）は、1月24日（金）、

福岡県総合トラック会館にて、令和6年度第5回理事会を

開催しました。

会議には、理事31名、監事2名が出席しました。

■令和7年度事業計画の重点推進事項決定

　協議事項において、（1）令和7年度事業計画の重点推進事項について、案の通りに承認されました。10項目の

重点推進事項を提案し、そのうち昨年度の内容から、表現の変更、項目の追加および削除によって変更となった

ものについて説明を行いました。

　「物流革新に向けた法改正への対応」に関しては、全日本トラック協会の最重点施策の一番目である「物流革

新に向けた改正物流法等への対応」の項目について取り上げています。全ト協によると、事業許可更新制の導入

促進に関する表現が追加される可能性があるとのことから、当協会の重点推進事項においても、物流革新に向

けた法改正への対応と、一部表現を変更しました。

　この他、「トラック物流GメンとGメン調査員の連携による荷主対策の深度化の推進」、「トラック運送業界の

イメージアップと社会的地位向上に向けた戦略的な広報活動の推進」、「交通事故飲酒運転根絶及び労働災害防

止の推進」について、昨年度より一部表現を変更し、引き続き重点推進事項として取り上げています。

　なお、令和7年度は新たに年間広報を福岡ソフトバンクホークスに、「TRUCK FES」を株式会社三広に依頼し、

実施することとしています。

■表彰推薦者決定並びに「賞状」のデザイン変更

　「令和7年度自動車関係功労者大臣表彰」において各支部から推薦を受けた3名を上申することで承認されま

した。

　福ト協協会表彰規程による表彰「賞状」について、会員事業者より「従来の賞状と額での贈呈は今の時代の景

観に向いていない」との意見が複数あったことから、変更することとなりました。2案のうち、レーザー彫刻を

施したガラス製盾での製作が承認されました。

　続いて、「協会職員定着率向上対策に伴う諸規程類の改正について」協議を行い、案の通りに承認されました。

適正化指導手当の新設、物価高騰支援金、そして65歳からの嘱託職員としての再雇用などが検討されました。

定年延長に関しては将来的な検討課題として保留となります。

■特定技能外国人の受入試験が開始

　会員入退会状況（11・12月）、会費納入状況（11・12月）のほか、燃料高騰対策として県内の各自治体への要請

活動の実施、全国専務理事業務連絡会議への参加、令和6年度全ト協関係表彰についての被表彰候補者ならびに

選考結果等を報告しました。その中で、特定技能外国人の受入体制について昨年12月16日から国内外で試験が

開始されたことが伝えられました。

　11月26日（火）には、令和6年度労働セミナーを実施し、福岡産業保健総合支援センターの入江正洋産業保健

相談員による「心理的安全性を踏まえたパワーハラスメント防止対策」をテーマとした講演を行いました。

（次の頁に続きます）
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第21回（令和6年度）小学生エコ絵画コンクールの
審査結果と作品展示会および表彰式の開催について

令和6年度 第5回理事会 開催状況

　また、令和6年度安全性評価事業認定状況について、県内の認定事業者数が1，217事業所、認定率38．1％で

あることを報告。令和7年度「適正化推進法令遵守啓発ポスター」については、運輸安全マネジメント推進シー

トを3，500枚作成し、全会員事業所、支部、分会に配布する予定です。ポスターはB2判アート紙でPP加工をし、

ホワイトボード用マーカーでの書き込み訂正が可能な仕様となっています。

■緊急救援物資輸送訓練とトラックの森事業の実施

　緊急救援物資輸送等訓練実施計画について報告を行いました。2月22日（土）9：30から筑豊緊急物資輸送セ

ンターにて開催します。飯塚市を震源とするM6の地震が発生し、上水道被害、道路被害、がけ崩れなどの土砂

災害が発生し、多数の人的被害が出た想定で訓練を行います。災害対策地方本部の設置や、消火訓練、備蓄物資

の輸送、防災講演会とあわせて、陸上自衛隊飯塚駐屯地が炊事車を使用してカレーの炊き出しを行う予定です。

　「トラックの森」事業実施計画については、3月下旬に豊前市の認定こども園「清高りとるぱんぷきんず」にお

いて実施予定であり、記念樹のほか雨水タンク4台、コンポスト5台等の記念品設置を行うことを報告しました。

　小学生エコ絵画コンクールについて、応募総数3，588点の中から入選作品150点を選考し、入賞・入選作品の

展示会を2月13日（木）〜16日（日）にエルガーラホールにて開催します。最終日の16日（日）13：00からは表彰

式を行う予定です。

（公社）福岡県トラック協会では、福岡県下の小学

生を対象とした絵画コンクールを実施し、「わたしの

たいせつなしぜんとゆめのトラック」を学年共通の

テーマと定め作品を募集したところ、今年度は3,588

点の応募を受付け、テーマに沿った想像力豊かな楽し

い作品や、アイデアに富んだ面白い作品が多数出品さ

れました。

昨年12月17日（火）に第一次審査を、先月1月15日（水）に第二次審査をそれぞれ行い、150点の入賞・入選作品

が決定しました。

第二次審査では、審査委員長の光行洋子氏（九州産業大学名誉教授・福岡文化連盟理事）を始め、髙倉浩之氏（西

日本新聞社 営業本部次長）、県ト協から木村副会長・環境対策委員長以下環境対策委員6名の計8名の審査員によ

る厳正な審査の結果、最優秀賞6作品（各学年1作品）、優秀賞18作品（各学年3作品）、優良賞30作品（各学年5作品）

が選ばれました。

入賞・入選作品150点につきましては、令和7年2月13日（木）から2月16日（日）の期間、福岡市中央区天神のエ

ルガーラホール7F「ギャラリー」（10時～17時）において作品展示会を開催して展示いたします。多くの皆様のご

来場をお待ちしております。

また、展示会最終日となる2月16日（日）13時より、エルガーラホール7F「中ホール」において、入賞者54名全

員を対象とした表彰式を開催予定としておりますので併せてお知らせいたします。
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令和6年度「標準的な運賃」活用セミナー 実施状況

福岡県トラック協会（二又茂明会長）は、全日本トラック

協会との共催で1月22日（水）、「令和6年度 標準的な運賃 

活用セミナー」を福岡県トラック総合会館にて開催しまし

た。講師に、日本PMIコンサルティング（株）の小坂真弘代

表取締役をお招きし、新しい「標準的な運賃」について講演

していただきました。

オンラインでの配信も行い、会員事業者から約60名が参

加しました。

　冒頭で小坂氏は、AIを活用して業務の効率化をはかる方法について触れました。情

報の整理や設定した条件での文章作成など活用方法が様々あり、AIの活用によって作

業時間の削減もはかれると伝え、「無料版でよいので使ってみること」を推奨しました。

　セミナーの前半では、昨年行われた運賃の見直しについての概要説明とそれに基づ

いた「標準的な運賃」の告示ついて解説しました。

　小坂氏は「いかがですか、といった相談をしている段階ではない。改善をしなければ

ならない状況である。度重なる交渉でもゼロ回答の荷主に対しては、取引停止や台数

削減等をにおわせなければならない。そこまでしなければ、事業継続は難しくなる」と

述べました。

　昨年改定された距離制運賃について、小坂氏は「片道でのキロ程を見なければならない」と注意喚起しました。

また、個建運賃や各種割増料金について説明を行い、特殊車両や休日、待機時間等の割増料金の設定についてそれ

ぞれ気をつけなければならないポイントを具体的に解説しました。

　「カスタマイズして活用することが大切。現実に即した内容になるように自社でデザインする必要がある」と柔

軟に活用するものであるということを小坂氏は伝えました。さらに、交渉が進まない場合には、国交省が発表した

通達資料などを用いて法令遵守の上でも改善が必要であることを伝えると良いと、小坂氏はアドバイスしました。

　

　セミナーの後半では、標準的な運賃に係る基本的な考え方として、原価・運賃の枠組みや固定費・変動費、算出の

方法について説明しました。

　物価高の影響で車両価格、燃料費、タイヤ価格が上昇、整備士の人材不足により修理費も上昇していることを踏

まえ、「原価は、過去の時点、現時点、そして将来の時点の、3つの点で捉えなければならない」と小坂氏は述べ、将

来的な価格変動の可能性を含めて運賃を算出しなければ、交渉が結実して実際に適応される時には実態にそぐわ

ないものになる可能性があると警鐘を鳴らしました。

　その後、荷主企業等への申し入れから交渉について解説しました。その中で、小坂氏は改めてAIの活用方法に

ついても紹介しました。小坂氏は、AIを活用する際の注意点として「AIは、情報が正しいかは判断しないため、使

用者が判断しなければならない」と伝えたうえで「とはいえ、良い情報で参考にできるものが網羅的に提示される

ので、非常に有益に活用できる」とメリットの大きさを改めて述べました。

　最後に質疑応答を行い、参加者からは、法的根拠について、距離制運賃ならびに時間制運賃に関して等、質問等

が挙がりました。

（小坂氏）
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（木村正昭委員長）

（二又茂明委員長）

●1月16日（木）【福岡県トラック総合会館】

●1月17日（金）【福岡県トラック総合会館】

　協議事項（1）令和7年度広報事業において、委託先候補

4社がフェス及び年間広報のプレゼンを行いました。福岡

ソフトバンクホークス（株）、（株）三広、（株）TNCプロジェ

クト、（株）九州博報堂の4社がプレゼンを行い、協議の結

果、年間広報については、ホークスコラボによるPR活動

を提案した福岡ソフトバンクホークス（株）に、フェスにつ

いては、運送業界の魅力をリアルに体験できる新しい形の

ファミリー向け体験型イベントを提案した（株）三広に決

定しました。「TRUCK FES 2025」の開催場所と開催回

数は、正副委員長と事務局の話し合いにおいて決定し、イ

ベント内容の詳細については、後日改めて委員会にて協議

を行うこととなりました。

　その後（2）令和7年度広報予算（案）について協議を行い、

委員会の開催及び担当者会議の回数を減らしたことによ

る減額、広報正副委員長会議とラッピングトラック剥離費

　冒頭、二又委員長の挨拶に続き、令和7年度緊急物資輸

送体制整備事業予算（案）について説明が行われ、承認され

ました。デジタル化に伴う全会員FAX送信の廃止やAED

代替機購入に伴うリース料の削減などで、対前年度予算総

額より192,500円の削減となりました。

　続いて、令和6年度緊急救援物資輸送等訓練実施計画

（案）について説明があり、承認されました。訓練は、令和7

年2月19日飯塚市を震源とする地震発生を想定し、令和7

年2月22日（土）、筑豊緊急物資輸送センターにて実施する

予定です。

　訓練の内容としては、まずセンター内に災害対策本部（地

方本部長：二又会長）、緊急輸送対策室（室長：筑豊支部長）

広 報 委 員 会

緊 急 救 援 輸 送 対 策 委 員 会

を新設したことによる増額等を含め、案の通りに承認さ

れました。

　報告事項では、（1）「TRUCK FES2024」生鮮売り場

売上金の寄付について、11月27日（水）に開催された県

ト協理事会の開会前に、（公社）福岡県交通遺児を支える

会に贈呈したことを伝えました。

　また、（2）社会科物流交流授業の実施結果について、

県内3校の小学校で実施したことを報告しました。青年

協議会からは、開催した小学校の児童から、一人ひとり

の手によるお礼の手紙が送られたことの報告がありま

した。

を設置し、緊急救援物資輸送訓練（県ト協指定車両4ト

ン車5台を使用）を行います。また、飯塚市消防局桂川分

署による消化訓練（水消火器）、AEDの使用方法および

飯塚市防災安全課による災害講習会が行われるほか、陸

上自衛隊飯塚駐屯地の協力による炊事車を使用してカ

レーの炊き出し訓練が行われます。
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ハローワーク小倉で
「トラックのお仕事セミナー」が開催されましたTOPICS-2

高校物流出前授業 実施状況TOTOPICPICS-1S-1
　福岡県トラック協会では、1月15日（水）に飯塚市「飯塚高等学校」において高校物流出前授業を実施しました。

　この授業は、高校生を対象に、トラック輸送産業の果たす社会的役割や重要性を紹介し、物流に対する認識や

関心を高めることにより、トラック輸送業界への進路選択を促進することを目的として実施しています。

　授業では、自動車エンジニアコースの1～2年生39名を対象に、トラック輸送産業の社会的役割や重要性、準中

型免許制度等について説明し、当協会制作の人材確保対策用DVDを上映してトラックドライバーの魅力ややり

がい等を紹介しました。

　また、生田川通商（株）より4tトラックを2台持ち込んで協力いただき、トラックの乗車体験や安全装置の見学

等を行いました。

　ハローワークでは、人材確保が大きな課題となっている建設・運輸・警備・福祉業界を支援するため、失業保険（失

業給付金）受給者に対する就職支援セミナーを開催しているところです。

　この度、1月24日（金）に、北九州市のハローワーク小倉にて、トラックドライバーの仕事を知っていただくため

の「トラックのお仕事セミナー」が開催され、32名の方が参加されました。

　セミナーでは、福ト協職員が、映像や配布資料を活用して、トラック運送業の社会的役割や重要性、2024年問題、

トラックドライバーの働き方等の内容を説明するとともに、福ト協制作の「DRIVER'S VOICE」を上映してプラ

イドを持って仕事に取り組むドライバーの魅力等を紹介しました。
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事業継続への備え

お問合せ先

事例集掲載ページは
こちらから！↓

できていますか？
自然災害等の非常事態が発生した際に被害を最小限に抑え速やかに復旧・継
続するためには、想定されるリスクの把握と対策が重要です。
本事例集では、危機的状況で事業を継続するための取組について、自社の信
用力向上や人材育成等の波及効果も生まれた事例を掲載しております。
事業継続のために自社の核となる業務を洗い出しすることで、業務の棚卸し
による効率化や人材の多能工化にもつなげることができます。

～大切なビジネスを守る 事例集を公開しております～

〇 事例集、事業継続力強化計画認定制度について
九州経済産業局産業部中小企業課復興・事業継続推進室

【事業継続力強化計画（簡易版BCP）認定制度】
・事前対策や初動対応に関する計画を策定し、経産大臣が認定する制度。
・認定企業は、ロゴマークの使用や融資・税制等の支援が受けられます。
・本計画の策定・申請を専門家が無料で支援する事業もございます。

制度の詳細は
こちらから！

BCP策定に向けたはじめの一歩として
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災害リスク例

出典：令和３年におけるサイバー空間をめぐる脅威の情勢等について（２０２２年４月７日警視庁発表資料）

近年、中小企業等のサプライチェーン上の脆弱な部分が狙われるサイバー攻撃が増
加しており、情報漏洩や自社の信用トラブルにも発展するなど「事業継続のリスク
引き金事象 」として課題が顕在化しています。

当局の で、情報セキュリティ対策の支援制度等を掲載しております。
支援制度等はこちらから！
※※九州経済産業局地域経済部情報政策課デジタル経済室HP

出典：国土交通省 九州地方整備局
南海トラフ地震とは

南海トラフ地震では九州地域の最大震度６、津波
の高さ最大２０ｍが想定されています。

この他、九州地域は国内の他地域と比較して台風
の上陸回数が多く火山活動も活発であり災害リス
クが顕在しています。

●自然災害（地震と津波）

●サイバー攻撃
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対州海運（株）
（福岡支部 福岡分会）

松原　基樹

福岡市中央区那の津5-6-8
℡092-712-2057

［事業の種類］一般貨物自動車運送事業
貨物利用運送事業

［車両数］普通5両

代表者

（有）T2Logi
（福岡支部 北福岡分会）

川口　浩平

古賀市青柳1318-1
℡092-235-1787

［事業の種類］一般貨物自動車運送事業
貨物利用運送事業

［車両数］普通6両

代表者

（株）流守
（福岡支部 粕屋分会）

松井　宏

糟屋郡粕屋町内橋西3-12-1
カレンシーハイツ西村601号
℡092-407-0257

［事業の種類］一般貨物自動車運送事業
［車両数］普通5両

代表者

新熊本産業（株）苅田営業所
（北九州支部 行橋分会）

佐藤　竜二

京都郡苅田町鳥越町3-4
℡093-482-2628

［事業の種類］一般貨物自動車運送事業
［車両数］普通12両

代表者

柳川運輸（株）大川営業所
（筑後支部 大川分会）

下川　暢洋

大川市中八院658
℡0944-87-5811

［事業の種類］一般貨物自動車運送事業
［車両数］普通5両

代表者

（2月） 県ト協行事日程（2月15日～ 2月28日）

16日（日）小学生エコ絵画コンクール表彰式［13：00］（エルガーラホール）

17日（月）法制・税制委員会［11：00］（福岡県トラック総合会館）

17日（月）経営改善研修会（［13：30］福岡県トラック総合会館）

21日（金）理事会［14：00］（福岡県トラック総合会館）

22日（土）緊急救援物資輸送等訓練［ 9：30］（筑豊緊急物資輸送センター）
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福 岡 地 域 営 業 部 ： 福岡市東区多の津１－３９－４ TEL 092-629-1124
北 九 州 地 域 営 業 部 ： 北九州市小倉北区西港町１７－１ TEL 093-581-2305
佐賀久留米地域営業部 ： 久留米市宮ノ陣町若松１－８ TEL 0942-38-2002

ＵＤトラックス株式会社九州地域

このステアリングを知ると もう後戻りできない

UDアクティブステアリング特設ウェブページで

詳細をご覧ください。

あらゆる走行条件下においてアクティブな運転支援を

ドライバーに提供し、安定したステアリング感覚を実現

UD
人を想い、先を駆ける。

https://www.isuzu.co.jp/product/giga/newfivestar_giga/
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TEL（092）451-7878（代表）  
FAX（092）472-6439・（092）451-7964
ホームページ https://hearty.or.jp/

総務局・総務部
　総 務 課： 092-451-7841

総務局・経理部
　経 理 課： 092-451-7844

事業局・業務部
　業務一課・二課：
　　　　092-451-7845

福岡県適正化事業実施機関
（輸送相談窓口）
　　　　092-451-7846

千早分室
　092-671-0338
　（FAX：092-672-4778）

編集・発行:公益社団法人 福岡県トラック協会

運行管理者試験テキスト

令和6年版自動車六法
定価 7,700円（税込）

株式会社 輸送文研社 〈柏林書房〉

TEL 03-3861-0291  FAX 03-3861-0295
〒101-0031 東京都千代田区東神田1-3-4

ホームページ　 https://yuso-bunken.co.jp

過去の問題の解説と
実践模擬問題

定価 2,640円（税込）

【貨物自動車運送事業編】


